
蘇
州
日
本
租
界
と
片
倉
製
糸

『蘇
州
市
第

一
綜
廠
廠
志
』
抄
訳

山

口

建

治

は
じ
め
に

二
〇
〇
〇
年

十
月
十
九

日
、
私
た
ち

日
本
租
界
共
同
研
究

の

メ

ン
バ
ー

三
人

(大

里
、
孫
、
山

口
)

は
、
蘇
州
大
学

の
厳
明

教
授

(元
神
奈
川
大

学
特
任
助
教
授
)

の
案
内

で
、
蘇
州

の
旧

日
本
租
界

の
跡
地

一
帯
を
調
査

し
た
。
旧
租
界
地
内

に
あ
る
蘇

州
金
葉
綜
服
装
有
限
公
司
を
訪

ね
、
旧

日
本
領
事
館

の
建
物
が

現

在
も

同
社

の
事

務
所

と
し

て
使
わ

れ

て

い
る

の
を
確
認

し
、

そ

の
建
物

の
内
部

と
外
観

の
写
真
を
撮

ら
せ

て

い
た
だ

い
た
。

072

ま

た
同
社

の
前
身

で
あ

る
蘇
州
市
第

一
練

廠
は
、
日
本

の
片
倉

製
糸
が
蘇
州

の
日
本
租

界
に
作

っ
た
製
糸

工
場

で
あ

る

「瑞
豊

締
廠
」

の
後
身

で
あ
る

こ
と
を
知

っ
た
。
同
社

に
は

『蘇

州
市

第

一
綜
廠
廠
志
』
な
る
社
史

が
あ

り
、
そ
れ
を
借
り
出
し

一
部

を

コ
ピ
ー
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

こ
の
社
史

は
、

同
社

の
職
員

が
著

し
た
お
よ
そ

三
百
八
十
頁
ほ
ど

の
内
部
発
行

の
書

で
あ
る

(
一
九
八

四
年

四
月
完
成
)
。
専
門
家

で
は
な

い
職
員
が
書

い
た

も
の
で
あ
り
、
そ

の
記
述

の
客
観
性

に
は

い
く
ら
か
問
題
が
あ

る
か
も

し
れ
な

い
。
し
か
し
、
戦
前

に
お
け
る
片
倉
製
糸

の
蘇

州
進
出

に

つ
い
て
、

日
本

国
内

の
資
料

で
は
窺

い
知
れ
な

い
、

現
地

の
人
々
の
受
け
止
め
方
が
書
か
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
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で
は
な

い
か
と
思

う
。

そ

こ
で
、
蘇
州

の
日
本
租
界
内

に
設
立

し

て
経

営
し
た
日
本
人

に
よ
る

工
場

の

一
典
型
と
し

て
こ
の
書

の
中

で
片

倉
製

糸

に
言

及
す

る

こ
と

が
多

い
部
分

(
一
概

述
」

の
、

一

建

廠
、

二

沿
革

、

「
政
治
篇
」

の
、
七
章

建
国

前

の
労
働
者

の
闘

い

第

一
節

日
本

侵
略
者
占
領
期
、

の

一

部
)
を
訳
出

し
、
そ
れ

に
対

応
す
る
他
書

の
記
述
を
注

と
し

て

引

用
し

た
。
参

考

に
し
た
書

は
以
下

の
も

の
で
あ

る
。
な

お
、

文
脈
上
、
明
ら
か

に
誤
字
欠
字

で
あ

る
と
判
断

で
き

る
と

こ
ろ

は
訂
正

し
て
訳
し
た

こ
と
を

お
断

り
し
て
お
く
。

④

費
成
康
著

『中

国
租
界
史
』

(上
海
社
会
科
学
出
版
社

刊
、

一
九
九

一
年
)

⑧

社
史
で
見
る
日
本
経
済
史
8

『片
倉
製
糸
紡
績
株
式
会

社

二
十
年
誌
』
(ゆ
ま
に
書
房
刊
、

一
九
九
八
年
)

◎

曾
田
三
郎
著

『中
国
近
代
製
糸
業
史
の
研
究
』
(汲
古
書

院
刊
、

一
九
九
四
年
)

一

工
場

の
設
立

光
緒

二
十

一
年

(
一
八
九
五
年
)

日
本
帝

国
主
義
者
が
中

国

侵
略

を
発

動

し
た

甲
午

戦
争

以
後
、
中

国
は
主

権
を
失

い
国

を
辱

め
る

『
馬
関
条
約
』

(訳
注
、
下

関
条
約

の

こ
と
)
を
締

結
さ

せ
ら
れ
た
。
光
緒

二
十

二
年

(
一
八
九
六
年

)
、
蘇
州
は

開
港
場

と
し
て
ひ
ら
か
れ
た
。
そ

こ
は
城
南

の
青
陽

の
地

に
位

置
し
、
城
壁
き

わ
の
相
王
墳

の
対
岸
を
境
界

の
起
点
と
し
、
西

は
商
務
公
司
界

よ
り
東
は
水
緑
浬

に
至
る
ま

で
、
北
は
運
河
沿

い
の
十
丈
官
路

か
ら
南
は
採
蓮
浬
ま

で
を
碑
を
立

て
て
境
界
と

し
、
光
緒

二
十

三
年

(
一
八
九
七
年
)
三
月
五
日
、
清
政
府
は

蘇

州

で

『
日
租
界
章
程
』
を
公
布

し
た
。

⑧

青

陽
地

は
盤

門
外

に
位

置

し
、

も
と
も

と

こ
の

一
帯

は

ひ
じ

ょ
う

に
寂

し

い
と

こ
ろ
だ

っ
た
。

し
か

し
、

こ
の
地
域

は
蘇

州
城

の
南

に
あ

り
、
中

国

の
南

北

の
大
動

脈

で
あ
る
京

杭
大

運
河

に
近

く
、
急
速

に
発
展

し

て
繁
華

な
区
域

に
な

る
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潜
在

力
が
あ

っ
た

の
で
、

日
本

人

は
閻

門
外

の
黄
金

地
域

を

手
に
入
れ
る

こ
と
が

で
き
な
く
な

っ
た
時
、
荒
れ
た
墓
が

い

っ

ぱ

い
の
こ
の
地
区
を
選
択
し
た
。

(三
〇
〇
頁
)

一
九

〇

二
年

日
本

政

府

は

日
本

租

界

に
蘇

州
領

事

館

を
設

け
、
上
海
総

領
事
館

の
分
館

と
し
た
。

こ
れ
よ
り

日
本
商
人
が

つ
ぎ

つ
ぎ

と

日
本

租
界

に

工
場
を

ひ
ら
き
、
企
業

を
お

こ
し
、

我
が
国

の
資

源
を
掠

奪
し
、
中
国
労
働
者
を
ち

ょ
く
せ

つ
搾
取

し
奴
隷

の
よ
う
に
酷

使
し
た
。

我
が
国

の
蚕
糸

の
歴
史

は
悠
久

で
あ

り
、
世
界

に
名
を
馳
せ

て

い
た
が
、

列
強

の
侵
略

に
よ
り
、
蚕
糸
業

は
日
増
し

に
衰
退

し
、

日
本
商

人
は
取
れ

る
利

が
あ
る
と
見

て
、
江
南

の
養
蚕
地

に
侵
略

の
魔

手
を

の
ば

し
、

一
九

二
二
年
、

日
本

の
巨
商
片
倉

株
式
会
社

の
援
助

に
よ
り

日
華
蚕
糸
株
式
会
社

(
日
華
蚕
糸
公

司
)
を
組
織

し
た
。
数
年

に
わ
た
る
経
営

の
後
、
事
業

は
し
だ

い
に
好
転
し
た
。

一
九

二
四
年

、

日
本
領
事

岩
崎
栄
蔵

は
、
租
界

の
市
況
を
繁

栄
さ
せ

る
た
め
に
、
租
界

に
工
場
を
建
設
す
る

こ
と
を
提
唱
し
、

片
倉
株
式
会
社

は
蘇
州

の
租
界
地

区
は
す

で
に
明
清

以
来
繭

の

市
場

に
発
展
し
て

い
る

こ
と
、
蘇
州
は
上
海

に
近
く
交
通

の
便

が
よ

い
こ
と
、

日
本
領
事
館
付
近
は
日
本
事
業
家

の
活
動

の
場

所

で
あ

る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
そ

こ
で
片
倉
株
式
会
社
は
、
元

の
上
海
瑞
豊
洋

行
の
経
理
岡
野

一
希
を
蘇
州

・
青
陽
地

に
派
遣

し

て
、
瑞
豊
繭

行
を
創
業

し
、
繭

の
買

い
付
け
業
務
を
経
営

さ

せ
た
。

ま
た
同
年
、
青
島

・
上
海
な
ど
か
ら

一
群

の
建
築
労
働
者
を

つ
れ

て
き

て
、

日
本

租
界

で
地

形
を

調
査

し
、
土
地

の
測
量

を
行

い
、
最
後

に
水

の
清
ら
か
な
蘇
杭
大
運
河

の
河
畔
、
日
本

領
事
館

の
新

し

い
移
転
先
付
近

に
製
糸

工
場

の
設
立
を
計
画
し

た
。

工
場

の
建

物
は
日
本

の

エ
ン
ジ

ニ
ア
大
本
亦
之
助
が
設
計

し
、

同
年

に
鍬

入
れ
、

工
事

に
と
り
か
か

っ
た
。
二
年
間

の
建

築
準
備

を
経

て
、

一
九

二
六
年

五
月
に
正
式

に
生
産

に
入

り
、

日
華
蚕
糸
公
司
瑞
豊
洋
行

に
よ

っ
て
管

理
さ
れ
、
瑞
豊
締
廠
と

工
場
名
が
き
め
ら
れ
た
。
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当
時
、
全

工
場

で
二

つ
の
糸
繰
り
職
場

と
選
別

、
煮
繭
、
復

整
な
ど

の
補
助

職
場
が
あ

っ
た
。
糸
繰

り
機
械

は
鉄

と
木

で
で

き
た

日
本

の
複

揺
式

の
小
型
糸
繰

り
機

二
四
〇
台

で
、

そ
れ
に

は
自
動
索
緒
箒

が

つ
い
て
い
て
、
当
時

の
普

通

の
製
糸

工
場

よ

り
新
し

い
機
械

だ

っ
た
。
全

工
場

の
労
働
者
が
生
産
す

る
白

い

機
械
取

り
生
糸

は
願
和
園
牌

と
よ
ば

れ
、
毎

月

の
産
量

は
六
十

包

(
一
包
は
百
斤
)

で
、
青
島

に
運
ば

れ
、

日
本
商
人

に
よ
り

輸
出
販
売
さ
れ
た
。
そ

の
規
模

は
大

き
く
、

日
華
蚕
糸
株
式
会

社
が
経
営
す

る
三
大

製
糸

工
場

の

一
つ
に
な

り

(
ほ
か

に
山
東

の
青
島

絡
廠
、
張
店

絡
廠
が
あ

っ
た
)
、

日
本
資
本

だ

け
に
よ

る
中
国

で
経
営

す
る
初
め

て
の
製
糸

工
場

で
も
あ

っ
た
。
瑞
豊

締
廠

の
創
建

は
、
当
時
漸
江

の
生
糸
業
者

に
注
目
さ
れ
た
。

⑧

上
海
出
張
所

我
社

は
支
那
蚕
糸
業

に
対
し
て
は
、
夙

に
明
治

の
頃
よ
り
大

い
な
る
関
心
を
有
し
、
上
海
に
は
既
に

日
華
蚕
糸
株
式
会
社

(現
日
華
興
業
株
式
会
社
)
を
起

こ
し
、

青
島
綜
廠
、
張
店
綜
廠
及
蘇
州
に
瑞
宝

(
マ
マ
)
綜
廠
を
経

営

し
来

っ
た
。
支

那
事

変
勃

発
後

昭
和
十

三
年

五
月
上
旬
戦

乱

の
為
、
中

絶
廃

頽

せ

る
支

那
製

糸
業

を
再
興
す

べ
く
、
現

地

軍
部

と
農
林

省

及
日
本
中

央

蚕
糸

会

と
の
間

に
屡
々
攻
究

を
重

ね

た
結
果

、
中
支

蚕
糸

組
合

が
結
成

さ
れ
た
。

更
に
同

年

八
月
十

日
に
は
華
中

蚕

糸
株

式
会
社
が

創
立
さ

れ
、
日
本

彗
雪

頂
也

或
勺

こ
冷
ナ

る
芝

那
へ

屋
彗

り
L
易
支

弔
尺

り
蛎

'匡一
ー
ZT
--
ー↑ナ
rL「pセ
」λ
ーセ
,'
　「']」ー

ノ詫

♪コ【
〆し
「
　-■一
7
」]]ノ

ノ
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一[「̀

有

工
場

を
現
物

出
資

せ

し
め
、
邦
人
当

業
者

よ
り
現
金
出
資

を
為

し
、
資

本
金

八
百

万
円
を

以
て
事

業

を
開
始

し
た
。
弦

に
於

て
日
華

蚕
糸
株

式

会
社

は
蘇
州

工
場

及
張

店

工
場

を
同

社

へ
譲
渡

し
、
従
来

の
製

糸

に
関
す

る
業

務
を
廃

止

し
て
新

に
日
華
興
業

株
式
会

社

と
改

称

し
た
。
従

っ
て
従
来

日
華
蚕

糸
を

通
じ

て
支

那
製

糸
業

の
経

営
を
行

っ
て
来

た
我
社

は
新

に
彼

の
地

に
直

属

の
連
絡

機

関

を
必
要

と

す

る

に
至

っ
た
。

(
一
二
八
頁
)

我

片
倉

組

に
於

て
は
前
述

の
如

く
既

に
日
清

戦
争
前

よ
り
支

那
蚕
糸
業

に
着
眼

し
、
支

那
産
繭

の
輸
入
、
製
糸
経
営
を
試

み
、

爾
来
如

何

に
し

て

こ
の
世

界
無

比

の
大
蚕
糸

国
を
利

用
す

べ
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き
か
に
付

て
絶
え
ず
調
査
研
究
を
続
け
、
大
正
五
年
再
び
支

那
産
繭

の
大
量
輸

入
を
企
て
片
倉
勝
衛
、
鈴
木
格

三
郎
、
藤

森
保
方
外
七
名
を
派
遣
し
小

口
、
石
川
各
製
糸

工
場
も
加
は

り
、
多
大
の
難
関
を
克
服
し
て
数
万
貫
の
原
料
繭
を
輸
入
し

た
。
然
し
支
那
蚕
糸
業
に
関
す
る
対
策
は
国
策
と
し
て
遂
行

を
要
す
る
も

の
が
あ

っ
た

の
で
、
片
倉
組
今
井
五
介
を
中
心

に
渋
澤
子
爵
及
大

日
本
蚕
糸
会
理
事
吉
池
慶

正
を
肝
煎
役
と

し
、
我
が
有
力
蚕
糸
業
者
を
糾
合
し
て
大
正
六
年
五
月
東
亜

蚕
糸
組
合
を
設
立
す

る
に
至

っ
た
。
組
合
員
四
十
六
名
、
出

資

一
口

一
万
円
と
し
総
出
資
額
七
拾

五
万
円
に
達
し
今
井
五

介
、
藤
瀬
政
次
郎
、
茂
木
惣
兵
衛
の
三
氏
を
理
事
に
渋
澤
子
爵
、

吉
池
慶
正
を
顧
問
と
し
て
支
那
蚕
糸
業
経
営
に
積
極
的
進
出

を
試
み
た
。

先
ず
実
地
研
究
と
し
て
、
大
正
六
年
新
糸
期

よ
り
上
海
の
瑞

豊
及
元
大
両
綜
廠
約
五
百
釜
を
賃
借
経
営
す
る
と
共
に
、
山

東
省
青
島

に
製
糸
工
場
を
設
置
し
、
釜
数
六
百
五
十
釜
を
以

て
事
業
を
開
始
し
た
。
他
方
疲
弊
困
懲
に
よ
り
売
物
続
出
せ

る
上
海
及
其
附
近

の
製
糸
工
場
を
買
収
し
、
或
は
繭
資
金

の

投
資
、
購
繭
出
張
所

の
設
置
、
繭
蛾
廠

(
副
蚕
糸
、
蝋
)

の

経
営
等
に
進
出
し
た
。
(
二
〇

一
～
二
〇
二
頁
)

更

に
大
正
十

四
年

(
一
九

二
五
年
)
蘇
州

の
日
本
租
界
に

二
百
四
十
釜
の
製
糸
場
瑞
豊
綜
廠
を
設
立
し
た
。
此
日
本
租

界
は
蘇
州
盤
門
外
の
東
方
河
辺
に
あ

っ
て
其
の
面
積
十

二
万

坪
、
馬
関
条
約
に
依

っ
て
得
た
我
が
専
管
居
留
地
で
あ

っ
た

が
、
久
し

い
間
草
蓬
々
た
る
大
広
野
と
な
り
顧
る
も

の
も
無

か

っ
た

の
で
あ

っ
た
が
、
片
倉
組

で
は
考
ふ
る
処
あ

っ
て
真

先

に
地
所

の

一
部
使
用
の
権
利
を
引
き
受
け
て
い
た
も
の
で

あ

っ
た
。
(
二
〇
五
頁
)

二

沿
革

一
九

二
六

年
、

本

工
場

が
生
産

に
入

っ
て
か

ら
、

日
本
商

人
は

一
群

の
婦
人
教
育

係

と
技
術

員
を

日
本
か

ら
転
勤
さ
せ
、

も

っ
ぱ

ら
糸
繰

り
技
術

を
伝
授
さ
せ
た

の
で
、
事
業
は
非
常

に
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発

展
し
た
。

一
九

二
九
年
、
坐
練
車

(
糸
繰
り
機
)
⊥
ハ
十
台

を

拡
大

し
、
坐
練
車
は

三
百
台

に
増
加
し
た
が
、

一
九

三
〇
年

に

な

っ
て
、

国
外

で
は
欧
米
市
場

の
生
糸
価
格

暴
落

の
影
響

を
受

け
、

国
内

で
は
原
料
減
産

の
影
響

に
よ
り
、
原
価
が
高
騰

し
停

業

に
追

い
込
ま
れ
た
。

一
九

三
二
年

「
一
・
二
八
」
事
変

(
訳
注

、
上
海
事
変

の

こ
と
)

が
発
生

し
、

日
本
人

は
周
章
狼
狽
し
、
多

く
は
上
海

に
逃
げ

て

い
き
、
本

工
場
は

一
度
管
理
す
る
人
が

い
な
く
な
る
状
況

に
お

ち

い

っ
た
。
同
年
七
月
、
国
際
生
糸
市
場

は
し
だ

い
に
回
復

の

兆

し
が

現
れ
た

の
で
、
よ
う
や
く
日
本

人

の
小
山
光
弘
を

工
場

に
派
遣

し
、
監
視
さ
せ
る
と
と
も
に
繭

買

い
付

け
業
務

の
責
任

を
負

わ
せ
、
九
月

に
は
夏
繭

を
買

い
付

け
た
が
、

工
場

は
ま
だ

操
業

し
な
か

っ
た
。

一
九

三
五
年
か
ら

一
九

三
八
年

の
間
は
、
原
料
が
底
を

つ
き
、

く
わ

え
て
国
外

の
生
糸
価
格

の
暴
落

に
よ
り
、
本

工
場

は
ず

っ

と

た
だ
繭
を
買

い
付
け
る
だ

け

で
操
業

は
せ
ず
、

日
本
商
人

は

原
料
繭
を

日
本

に
運
ん
だ

。

一
九

三
七
年

か
ら

一
九

三
八
年

の

間
だ

け
で
、
倉
庫
内

の
千
包

の
繭
を
全
部
箱
詰
め

に
し

て
日
本

に
運
ん
だ
。

こ
の
期
間
、

日
本
商

人
は
瑞
豊

締
廠
を
売
却

し
よ
う
と
し
、

費
達
生

(
一
九

二

一
～
二
三
年

に
東
京
高
等
蚕
糸
学
校

に
留
学

し
て
製
糸
を
学
び
、
帰

国
後
故
郷
江
蘇
省

の
製
糸
業

の
発
展

に

尽
力

し
た
)

は
無
錫

の
乾
牲
絡
廠

の
工
場
主
程
柄
若

に
依
頼

し

て
買
収
し
、

よ
く
整

っ
た
製
糸

工
場

に
改
造

し
よ
う

と
し
た
。

瑞
豊
締
廠

の
日
本
商
人

に
連
絡
を
と
り
、

二
十

四
万
元
で
売
ら

れ

る

こ
と

に
決
ま

っ
た
。
し
か
し
受
け
渡
し
す
る
時

に
な

っ
て
、

土
地
売
買
契
約
書
、
財
産
目
録
な
ど

の
手
続
き
は
す

べ
て
整
え

ら
れ
た

の
に
、

日
本
商
人
は
突
然
、
締
廠

の
ブ
ラ

ン
ド
に

「
日

商
」

の
二
字
を

つ
け
加
え

る
こ
と
を
要
求
し
、
費
達
生

は
た
だ

ち

に
拒
絶
し
た

の
で
中
止

に
な

っ
た
。

一
九

三
七
年
、
中

日
戦
争

が
勃
発
す

る
と
、
北
京
上
海
は
陥

落
し
、
各
地

の
締
廠
は
武
力

で
占

領
さ
れ
、
本

工
場

の
日
本
商

人
は
お
も

に
原
料
を
統
制
す

る

こ
と
を
中
心
に
、
劣
等

の
蚕
種

を
発
行
し
、
低
級
な
生
糸
ば

か
り

つ
く
り
、
我
が

国
の
製
糸
業
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を
大
き
く
破
壊
し
た
。

一
九

三
八
年
三
月

二
十

日
、
売

国
奴

の
江
精
衛
政
府
が
成
立

し
、

日
本
帝
国
主
義
は
我
が

国

の
資
源
を

さ
ら
に
掠
奪

し
、
我

が
国

の
蚕
糸
事
業
を
統
制

し
、
同
年

八
月
十

八
日
、

日
本
政
府

は
上
海

で
華
中
蚕
糸
株
式
会

社

(華
中
蚕
糸

公
司
)
を
成
立

さ

せ
、
片
倉
株
式
会
社
は
瑞
豊

綜
廠
を
十

五
万
五
千

八
百
五
十

円

の
評
価
出
資

で
、
華
中
蚕
糸

公
司

の
統

一
経

営

に
加

わ

っ
た
。

し
か
も
九
月

一
日
に
は
先

行
し

て
糸
繰

り
を
は
じ
め
た
。
そ

の

当
時
、
坐
練
車
を

三
百
六
十

台
、
職

工
九
百
十

八
人
を
擁

し
た
。

同
年
十

一
月

二
十

日
、
華
中

蚕
糸
公
司

の
批
准

を
経

て
瑞
豊
綜

廠

は
蘇

州

締
廠

と
改

名

さ

れ
た
。

ま
た

十

二
月
、

華
中

蚕
糸

公
司
は
該
綜
廠
が
も
と
ど
お
り
繭
問
屋
業

を
行
う

こ
と
を
批

准

し
、
繭
を
買

い
付
け

る
必
要

の
た
め
、
帯

川
式
繭

乾
燥
機
六
台

を
設
置

し
、
繭

の
乾
燥
能
力
を
高
め
、
当

時
、
生
繭

四
千

三
百

担
を
買

い
付
け
た
。

一
九

三
九
年

三
月
、
華
中
蚕
糸
公
司
は
蘇
州

に
駐
在
所

(
事

務
所
)
を
設
け
た
。

日
本
商
人
は

工
場

に

つ
ぎ

つ
ぎ
と
倉
庫
七

棟
を
建

て
、
収
容

能
力

は

一
・
五
七

万
担

に
達
し
、
大
量

に
物

資
を
貯
蔵
す

る
こ
と

に
よ
り
、
該

工
場
を
日
本
軍

の
中
国
を
侵

略
し
中

国
の
富
を
掠
奪
す

る
倉
庫

に
し
た
。

一
九

四
〇
年
、

日
本

商

人
は
坐

繰
車
を
六
十

八
台
増

設
し
、

全

工
場
合
計

で
坐
練
車
は

四
百
二
十
八
台
に
な
り
、
新
式

の
繭

乾
燥

…機
を

す
え

つ
け
、

工
場

の
規
模

は
拡
大

し
た
。
同
時

に
、

日
本
商

人
は
ま
た
戦
争
前

に
付
属
し
て

い
た
蚕
種
場

(ま
だ
蚕

を
飼

っ
た

こ
と
は
な

い
)
を
修
理
し
て
、
桑
畑
を

ひ
ら
き
、
蚕

室
を
新

た
に
建

て
、
冷
蔵
庫
を
設
置
し
、
蚕
種

の
冷
蔵
能
力

は

十

万
か
ら

二
十

万
枚

で
、
蘇
州
綜
廠

の
付
属
蚕
業
場
に
な

っ
た
。

(
一
九

四

一
年

に
蚕
糸
事

業

の
衰
退

に
よ
り
、
該
場

は
停
止

さ

れ

た
。
)

こ
れ
が
瑞
豊
綜

廠
創
業

以
来

の
全
盛
時
期

で
あ
る
。

一
九

四

一
年

一
月
、
蘇

州
出
張
所

は
蘇

州
支
店

(
分
公
司
)

に
昇
格

し
、
蘇

州
締
廠

は
支
店

の
管
理
下
に
は
い

っ
た
。
支
店

長

は
日
本
人
清
水
半

二
が
担
任
し
、

工
場
長
を
兼
任

し
た
。

抗

戦
後
期

に
、
日
本
侵
略

軍
の
蚕
糸
事
業

に
た

い
す

る
破
壊

に
よ
り
、
生
糸

の
生
産

は
重
大
な
損
害

を
受
け
、
当
時
、
蘇
州
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の
三

つ
の
製
糸

工
場

の
う
ち
、
ほ
か

の
二

つ
は
す

で
に
閉
鎖
し
、

該

工
場

の
み
が

な

ん
と

か
生
産

を
続

け

て

い
た
が
、

生
産

量

は
急
減
し
、
年
産

の
白
機
械
繰
り
生
糸

は
五
十

四
ト

ン
に
達
せ

ず
、

一
九

四
三
年
初
め

に
な

っ
て
、
原
料

不
足
に
よ
り
、
六
十

台

の
坐
練
車
が
ま
ず
生
産
を
停
止
し
た
。
同
年

八
月
、
華
中
蚕

糸

公
司

は
解
散
を
宣
告
し
操
業
を
停
止
し
た
。

一
九

四
四
年

五
月

二
十

日
、
日
本
人
は
華
中
蚕
糸
公

司
を
整

理
統
合
す

る
た
め
、
手

口
を
弄
し

て
、
う
わ
べ
だ
け
改

め
、
上

海

で
べ

つ
に
中
華
蚕
締
股
傍
公
司
を
成
立
さ
せ
、
該
公

司
は
中

日
合
弁
企
業

で
、
資
本
金
は
六
千
万
元
、
中
国
側

と
日
本
側
が

そ
れ
ぞ
れ

五
〇

%
出
資
し
、
引
き
続

い
て
蚕
糸
業
務
を
経
営
し
、

蘇

州

綜
廠

は
ま

た
改

め

て
中
華

蚕
緕

公

司

の
管

理

下

に
入

っ

た
。
ま
も
な
く

工
場
長

の
田
島

は
転
勤
を
命

じ
ら
れ

て
帰
国
し
、

改
め

て
魏
謀
源
が

工
場
長

に
任
じ
ら
れ
、
実
権
は
口
口
人
の
胡

田

(
工
務
科
長
)
が
掌
握

し
た
。
当
時
、
坐
練
車

は
四
百
台

に

も
満
た
ず
、
職

工
数
は
口
百
余

人
に
ま
で
減

っ
た
。

こ
の
期
間
、

日
本
商

人
は
蚕
糸
資
源
を
掠
奪
す

る
た
め

に
、

一
部

の
坐
繰
車

を
短
繊
維
糸
を
繰

る
も

の
に
改
造

し
、
絹
紡

の
原
料
用

に
供
し
、

暴
利
を

む
さ
ぼ

っ
た
。

(
口
は
不
明
字
)

一
九

四
五
年

八
月
十
五
日
、

日
本
侵
略
軍
が
無
条
件
降
伏
し

て
か
ら
、

日
本
商

人
は

ひ
き

つ
づ

き
経
営

す
る
権
利

を
失

い
、

工
場

は
し
ば
ら
く
閉
鎖

さ
れ
た
。

「附
」

『
華
中
蚕
締
株
式
会
社
』

は
華
中
蚕
締
公
司
と
簡
称
さ
れ
た
。

該
公
司

は
日
本
商
人
が
中
国
蚕
糸
業
を
統
制
し
牛
耳
る
機
構
で

あ

る
。
該
機
構

は
も
と

の

「
中
支

蚕
糸
組
合
」
が
変
質

し
て
で

き
た
も

の
で
あ

る
。
昭
和
十

三
年

(
一
九

三
八
年
)
、

日
本
侵

略
者

は

「蚕
糸
国
策
会

社
」

の
名
義

の
も
と

で
、
日
本
全
国
各

蚕
糸
独
占

二
十
八

の
事
業

所
を
集
合
、
共
同
出
資

さ
せ
、
同
年

八
月
十
八

口
、
上
海

四
川
北
路
新

亜
飯
店

で
成
立

し
た
。
鈴
木

格

三
郎
、
平
野
吉
左
衛

門
、
李
伯
勤
な
ど

三
人
が
理
事

に
な

っ

た
。

資
金

は

一
千

万

日
本

円

で
、

そ

の
う
ち

に
は

一
部

の
売

国
的
商
人

の
投
資
と

日
本
侵
略
者

に
強
奪
さ
れ
た
中

国
商
人
の

工
場
設
備

の
換
算
出
資

分
を
含
ん

で
お
り
、
両
者

は
ほ
ぼ
定
額
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資
金

の
や
く

三
〇

%
を
占
め

て

い
た
。
華
中
蚕
緯

公
司
成
立

の

三
ヶ
月
後
、
十

一
月
七

日
に

「
中
支
那
振
興
株
式
会
社
」
が

設

立

さ

れ
、
「
華
中

蚕
絡

公

司
」

は

「
中

支

那
振
興

株

式
会

社

」

の
経
営
事
業

の

一
つ
に
改
め

て
属
さ
せ
ら
れ
た
。

一
九

三
九
年

、
華
中
蚕

締
公

司
は
拡

張
増
資

さ
れ
、

「
中
支

那
振

興
株
式
会

社
」
が

二
百

万
日
本

円
を
出
資

し

て
、

[
華
中

蚕
綜

公
司
」

の
資
本

に
充

て
た
。

そ

こ
で

「
華
中

蚕
緕

公
司
」

は
正
式

に

「
中
支
那
振
興
株
式
会
社

」
に
属
す

る

こ
と
に
な

っ

た
。「

華
中

蚕
糸

公
司
」

は
我
が

国

の
蚕
糸

の
重

要
産
地

で
あ

る

江
蘇
と
漸
江

二

つ
の
省

の
、
南
京

、
無
錫
、
蘇
州
、

:
:
な
ど

三
⊥
近
く

の
市
や
県
に
進
出
し
た
。

そ
の
下

に
属
す

る
工
場

は

二
十

一
カ
所
あ
り
、
各
地

に
散
在

し
て
お
り
、
全
部

の
職

工
は

約

二
万
人
、
締
車

(
糸
繰
り
機
)

の
総
数

は
六
千
台
あ

ま
り
で

あ

っ
た
。
そ

の
他

の
小
型

工
場

は
三
百
五
十

カ
所
あ

り
、
綜
車

の
合
計
は

一
万
三
千
台

で
あ
る
。
該

公
司
は

一
九

四
三
年

五
月

に
解
散
し
た
。

◎

上

海

の

一
部

の

中

国

人

資

本

家

も

巻

き

込

ん

だ

片

倉
、

三
井

を
中

心

と
す

る
中

国
製
糸
業

へ
の
進

出
で

は
あ

っ

た

が
、
東

亜
蚕

糸
組

合

で
は
成

立

二
年

後

の
収

支
決
算

で
大

幅

な
赤

字

が
生

じ
、
組
合

員

の
多

く
も
意
欲

を
失

っ
た
。

そ

し

て

]
九

.
一〇
年

の
世

界
的
な
不
況

に
よ

っ
て
組
合

は
決
定

的

な
打

撃

を
受

け
、
改
組

の
や
む

な
き

に
至

っ
た
。
成
立
当

初

か
ら
、
製

糸
家
、

売
込
商
、

そ
し

て
輸

出
商

と

い
う
利
害

を

異

に
す

る
組

合

員

の
構

成

を
危
惧

す

る
声

が
あ

っ
た

が
、

日
華

蚕
糸
株

式
会

社

へ
の
改
組

に
あ
た

っ
て
大
部
分

の
組
合

員

は
離

脱

し
、
改
組

後

は
片
倉
が
中

心

に
な
り
、
山
東
を
拠

点

に
中

国
で

の
製
糸

工
場

の
経
営

に
あ
た

る

こ
と
に
な

っ
た
。

日
華

蚕
糸

は
山
東

省
内

で
は
青
島

と
張
店

で
製
糸

工
場
を
経

営
し
、
ま
た
蘇

州

で
も
瑞
豊
糸
廠
を
経

営
し
た
。

(
二
四
〇
頁
)

政
治
篇

第
七
章

日
本
侵
略
者
占
領
期

建
国
前
の
労
働
者
の
闘
い

第

一
節
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一
九

二
七
年

(原
文
は

一
九

四
七
年
だ

が
、
前
後
か
ら
考
え

て
改
め

る
)

四
月
、

日
本
帝
国
主
義

は
中

国
革
命

の
高

潮

の
な

か

で
砲
艦
政
策
を
と
り
、
漢

口
で
大
虐

殺
を
行

い
、
全

国
人
民

の
憤
怒
を
引
き
起

こ
し
、

日
本
租
界

の
回
収
を

　
致
し

て
要
求

し
た
。
十

日
午
後

三
時
、
在
蘇
州

の
居
留
民
は
領
事

の
命
令
を

奉
じ

て
、
蘇
州
を
離
れ
上
海

に
行
き
帰
国

し
よ
う
と
し
、
日
本

人
が
開

い
た
工
場
、
商
店
は

み
な
十

二
日
よ
り
営
業
を
停
止
し

た
。
同
日
、
工
場
主
は
労
働
者

の
賃
金
を
未
払

い
に
し
た
ま
ま
、

す

べ
て
の
動
産

を
た
ず
さ

え
船

に
乗
り
蘇
州
を
離
れ
上
海

に
い

き
、
数
百
人

の
労
働
者
を
放
置

し
よ
う
と

し
て

い
た
。
労
働
者

は

そ
れ
を
聞
き

つ
け
た
だ
ち

に
日
本

の
職

工
頭

を
取
り

囲
み
、

未
払

い
賃
金

を
支
給
す

る
よ
う
要
求

し
た
。

当
時
、
蘇
州
市

の
総

工
会
が
乗
り
出

し
調
停

し
、

工
場
主
側

が
賃
金
を
支
払

う

こ
と
を
認

め
た
が
、

一
部

の
工
場
主

は
す

で

に
蘇
州
を
離
れ

て
い
た

の
で
、
労
働
者

は
や
む
を

え
ず

日
本

の

領
事

に
援
助
を
求
め
た
。
し
か
し
日
本
領
事

の
岩
崎

は
日
本
籍

の
警
察
犬
を
使

い
武
力

で
労
働
者
を

お
ど

し
た
の

で
、
労
働
者

の
ピ

ケ
隊

は
銃

器
を
引
き
渡
す

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
瑞
豊

工

会

か
ら
総

工
会

に
わ
た
さ
れ
、
総

工
会
か
ら
公
安
局

に
わ
た
さ

れ

て
保
存

さ
れ
た
。

そ

の
時

、
蘇

州
市

の
党
機

関
、
市
総
工
会
、
農
民
協
会
お
よ

び
各

界

の
大
衆

は

つ
ぎ

つ
ぎ

と
集
会
を
開
き
、
宣

言
を
発
表
し
、

わ
が
工
場

の
労
働
者

の
闘
争

に
声
援
を
送

り
、

日
本
帝
国
主
義

の
罪
行

を
糾

弾
し
、
日
本
租

界
を

回
収
す
る

こ
と
を

つ
よ
く
要

求

し
た
。
そ

の
日

の
午
後
、

日
本

の
領
事
岩
崎
栄
蔵
は
車
に
乗

り
上
海

に
行
き
、
白
崇
禧

に
た

い
し
て
労
働
者
が
騒
ぎ
を
起

こ

し
た
と
謳
告

し
た
。
十

一
日
、
白
崇
禧
は
蘇
州
駐
屯

の
第
十
独

立
旅

団

の
旅

団
長
張
鎭

に

二
度

電
報
を
打

ち
、
兵
を
派
遣
し
て

闘
日
本

居
留

民

の
安
全

を
保
護
」

さ
せ
、
労
働
者

が
接
収

し
た

銃
器
を

日
本
人

に
返
還
さ
せ
た
。

こ
こ
に
国
民
党
反
動
派

の
醜

い
面
目
が
あ
ま
す
と

こ
ろ
な

く
暴
露
さ
れ

て
い
る
。

④

こ
れ
ら
租

界

の
第

三

の
発

展
時

期

は

一
九

二
七

年

に
は

じ
ま

っ
た
。

そ
れ

は
租

界

の
衰

亡
時
期

で
も
あ

る
。

こ
の
時
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期

が

は
じ
ま

る
最

初
、

九
江

・
鎮

江

の
イ
ギ

リ

ス
租

界

は
中

国
政
府

に
よ

り

回
収

さ
れ
、

蘇

州
な
ど

の
地

の

三

つ
の
日
本

租

界

も
窮
地

に
陥

っ
た
。

そ

の
原
因

の

]
つ
は
、
中

日
関
係

の
悪
化

に
と

も
な

い
、

日
本

政
府

は

し
ば

し
ば

そ
れ

ら

の
租

界

か
ら

居
留

民
を
撤

退
さ

せ
ざ

る
を
得

な
か

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

蘇
州

・
杭

州

は
中

国

の
内

地

に
位

置

し
、

日
本
政

府

は

軍
艦

を
派

遣

し

て

「保

護
」

す

る
わ
け

に
行

か
ず
、

ひ
と

た

び

騒
ぎ

が
起

こ
る
と
、

日
本

の
居
留

民

は
や

む
な
く
上

海
な

ど

の
地

に
引
き
上

げ
ざ

る
を

得
な

か

っ
た
。
蘇

州

の
日
本
租

界

に

つ
い
て

い
う
と
、

一
九

ニ
ヒ
年

か
ら

]
九

三

三
年

の
六

年
間

に
、
租

界

の
日
本

居
留
民

は
少

な
く

と
も

三

回
撤

退

し

て

い
る
。

一
回
目

は
、

.
九

二
七

年

日
本

軍
が
漢

口
の
日
本

租
界

で

「
四
ゴ
.惨
案

」

を
引

き
起

こ
し

た
後

で
あ

る
。

一
、回

目

は
、

一
九

三

、
.年
初

め

上
海

で
湘

渥
抗
戦

が
爆

発

し
た
際

(訳
注
、

二

・
二
八
」
事

変
、

つ
ま

り
上
海
事
変

の

こ
と
)

で

あ

る
。
第

三
回
目

は
、

一
九

三

三
年
初

め

日
本
軍

が
熱

河
を

侵
攻

し
た
後

で
あ

る
。

(
三
〇

五
頁
)


